
携帯用ベース

組立手順2：携帯用カバーを取り付ける
T-Engine/SH7727開発キット(CPUボード、LCDボード)を例に携帯用カバーへの取り付け方を説明します。
※ 携帯用カバーに取り付け可能なボードは、標準T-Engine仕様準拠のCPUボード(T-Engine/SH7727など)と、四角の同じ位置に穴があるボードになります。
 　μT-Engine仕様準拠のCPUボードは取り付けることが出来ませんのでご注意ください。

※ 取り付けるボードの数により、スクリューシャフトの種類(長さ)を調整してください。

1

3

5

携帯用ベースの所定の位置にスクリューシャフトBをね
じ込みます。

・LCDボードにセンターボタンをはめ込む。
・フロントベゼルからM2ネジ短 2本を取り外し、それ   
  を使ってLCDボードにフロント 
  ベゼルを固定する。

・スクリューシャフトにスペーサAを取り付ける。
・スクリューシャフトにCPUボードを取り付ける。
 （スペーサAの切り欠きにはめるようにする）

・CPUボードで各種スイッチが並んでいる方のスクリュー
シャフトはスペーサーBnを、反対側のスクリューシャ
フトにはスペーサーBを取り付ける。
・スクリューシャフトにLCDボードを取り付ける。
・スクリューシャフトにロングナットをねじ込みボードを
固定する。

・スペーサBnにM2ネジ短でサイドパネルを固定する。

2

4

※CPUボードとLCDボードを接続し
た状態では作業がやりにくいかもし
れませんが、LCDボードをしっかり
と保持してから作業を進めてください。

※スクリューシャフトは携帯
用ベースの下面から突き
出さないようにします。

※T-Engine/VR5500開
発キットではヒートシンク
の干渉を避けるためスク
リューシャフトBの代わり
にCを使います。

SW1にセンターボ
タンをはめ込む

※特に上下の区別はありません。 スペーサA

LCDボード裏

スクリューシャフトB

サイドパネル

スペーサB
ロングナット

フロントベゼル

爪にボードを
ひっかける

M2ネジ短

M2ネジ短

スペーサBn

・電池ケース蓋をM2ネジ短で電池ケースに固定する。
・電池ケースをフロントベゼルにM2ネジ長で固定する。6

※ストラップを通すための穴が
外側に出るようにする。

M2ネジ長

『T-Engine開発ベンチ』取扱説明書
このたびは当社製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。ご使用になる前に、この説明書をよくお読
みいただき、正しい使用方法でご使用いただきますようお願いいたします。

1　使用前の準備
『T-Engine開発ベンチ』は、次のボード類を対象とした治具セットです。

 ・T-Engine/μT-Engine開発キット、Teaboard/ARM920-MX1、T-Engine用拡張ボードなど

また組み立て用の工具として、本製品のほかに次のものが必要です。

 ・十字ドライバ、ラジオペンチ、4mmナット回し（M2用）

2　製品内容の確認
「T-Engine開発ベンチ/パーツ名称」（2ページ）をご覧になり、記載されているものがすべてそろっていることを確
認してください。

なおパーツには今回は使用しないものもあります。拡張ボード等を増設した場合に使用しますので大切に保管してく
ださい。

3　T-Engine/μT-Engine開発キットの分解
CPUボード以外の各種ボードが標準で付属するT-Engine/μT-Engine開発キットでは、『T-Engine開発ベンチ』に
取り付ける前に、一度分解して各ボードを切り放す必要があります。ボードに触れる場合は十分静電気対策を行ってく
ださい。

T-Engine/SH7727開発キットの例

① LCDボードの4角にあるネジを取り外します。

② LCDボードをデバッグボードの上に裏返しにして置きます。
 ※あらかじめデバッグボードの上に紙などを敷いておくと良いでしょう。
 ※LCDボードとCPUボードはFPCケーブルで接続されていますので注意してください。

③ CPUボードの4角にあるロングナットを取り外します。

④ CPUボードとデバッグボードを切り放します。

⑤ デバッグボードの4角にあるネジとロングナットを取り外します。

取り外したネジやロングナットなどは大切に保管してください。

4　製品の組み立て
『T-Engine開発ベンチ』はCPUボード、LCDボード、デバッグボードや各種拡張ボードをスタックして収容するアク
リルベースと、CPUボード、LCDボードが携帯しやすくなる携帯用カバーを含みます。以下のいずれか一方を選んで
作業してください。

■ アクリルベースに取り付ける
 「組立手順1；アクリルベースに取り付ける」（3ページ）をご覧になり、デバッグボードや各種拡張ボード、CPU
ボード、LCDボードの順にアクリル台に取り付けます。なおフロントベゼル、サイドパネル、専用バッテリキットはア
クリルベースと併用して利用することもできます。

■ 携帯用カバーを取り付ける
 「組立手順2：携帯用カバーを取り付ける」（4ページ）をご覧になり、CPUボード、LCDボードに携帯用カバーを
取り付けます。

※ 拡張ボードの種類や数によって、スクリューシャフトやスペーサが不足する場合には、当社営業部までご相談ください。



ロングナット

スペーサA

スクリューシャフトC スクリューシャフトA

アクリルベース

ナット

組立手順1：アクリルベースに取り付ける
T-Engine/SH7727開発キット(CPUボード、LCDボード、デバッグボード)を例にアクリルベースへの取り付け
方を説明します。
※ 取り付けるボードの種類や数により、スクリューシャフトの種類(長さ)や取り付け位置を調整してください。

1

2

3

アクリルベースの所定の位置にスク
リューシャフトC／スクリューシャフ
トAをねじ込み、下面よりナットで固
定する。

・スクリューシャフトにスペーサA、
スペーサBを取り付ける。
・デバックボードを取り付ける。
 （スペーサAの切り欠きにはめる
ようにする）
・スペーサAを取り付ける。
・CPUボードを取り付ける。
 （スペーサAの切り欠きにはめる
ようにする）

・スペーサBnを取り付ける。
・LCDボードを取り付ける。
・ロングナットでボードを固定する。

※スクリューシャフトの取り付け位置に注意します。
※スクリューシャフトはアクリルベースの下面か
ら突き出さないようにします

※T-Engine/VR5500開発キットではヒート
シンクの干渉を避けるためスクリューシャフト
Cの代わりにDを使います。

※ LCDボード、FPCケーブルの取扱に十分に注意します。
※ デバッグボードが付属しない開発キットやその他の拡張
ボードを利用する場合は、ボードにあわせてスクリュー
シャフトを調整して取り付けてください。

※ T-Engine/VR5500, VR5701, TX4956開発キッ
トではデバッグボードの代わりにコネクタ

    ボードを取り付けます。

基板

スペーサA
スペーサA

CPUボード

LCDボード

LCDボード

スペーサB

FPCケーブル

スペーサBn

基板を切り欠きにはめる

デバックボード

ナットの固定には4mm（Ｍ2用） 
のナット回しをご利用下さい。

※ナットの窪みがある方が下面です。

スペーサA
［16個］

スペーサB
［6個］

ゴム足

スペーサBn
（ナット埋込み）

 ［4個］
A

［2本］
B

［4本］
C

［4本］
D

［4本］
E

［4本］

T-Engine開発ベンチ／パーツ名称

ロングナット
［6個］

ナット
［6個］

スクリューシャフト

アクリルベース
［1個］

電池ケース蓋
［1個］

電池ケース
［1個］

M2
ネジ長
［2個］

M2
ネジ短
［6個］電極 赤／黒

［各1個］

フロントベゼル［1個］
※LCDボードに固定するためのM2ネジ短 2個付き。

サイドパネル
［1個］

センターボタン
［1個］

携帯用ベース
［1個］



ロングナット

スペーサA

スクリューシャフトC スクリューシャフトA

アクリルベース

ナット

組立手順1：アクリルベースに取り付ける
T-Engine/SH7727開発キット(CPUボード、LCDボード、デバッグボード)を例にアクリルベースへの取り付け
方を説明します。
※ 取り付けるボードの種類や数により、スクリューシャフトの種類(長さ)や取り付け位置を調整してください。

1

2

3

アクリルベースの所定の位置にスク
リューシャフトC／スクリューシャフ
トAをねじ込み、下面よりナットで固
定する。

・スクリューシャフトにスペーサA、
スペーサBを取り付ける。
・デバックボードを取り付ける。
 （スペーサAの切り欠きにはめる
ようにする）
・スペーサAを取り付ける。
・CPUボードを取り付ける。
 （スペーサAの切り欠きにはめる
ようにする）

・スペーサBnを取り付ける。
・LCDボードを取り付ける。
・ロングナットでボードを固定する。

※スクリューシャフトの取り付け位置に注意します。
※スクリューシャフトはアクリルベースの下面か
ら突き出さないようにします

※T-Engine/VR5500開発キットではヒート
シンクの干渉を避けるためスクリューシャフト
Cの代わりにDを使います。

※ LCDボード、FPCケーブルの取扱に十分に注意します。
※ デバッグボードが付属しない開発キットやその他の拡張
ボードを利用する場合は、ボードにあわせてスクリュー
シャフトを調整して取り付けてください。

※ T-Engine/VR5500, VR5701, TX4956開発キッ
トではデバッグボードの代わりにコネクタ

    ボードを取り付けます。

基板

スペーサA
スペーサA

CPUボード

LCDボード

LCDボード

スペーサB

FPCケーブル

スペーサBn

基板を切り欠きにはめる

デバックボード

ナットの固定には4mm（Ｍ2用） 
のナット回しをご利用下さい。

※ナットの窪みがある方が下面です。

スペーサA
［16個］

スペーサB
［6個］

ゴム足

スペーサBn
（ナット埋込み）

 ［4個］
A

［2本］
B

［4本］
C

［4本］
D

［4本］
E

［4本］

T-Engine開発ベンチ／パーツ名称

ロングナット
［6個］

ナット
［6個］

スクリューシャフト

アクリルベース
［1個］

電池ケース蓋
［1個］

電池ケース
［1個］

M2
ネジ長
［2個］

M2
ネジ短
［6個］電極 赤／黒

［各1個］

フロントベゼル［1個］
※LCDボードに固定するためのM2ネジ短 2個付き。

サイドパネル
［1個］

センターボタン
［1個］

携帯用ベース
［1個］



携帯用ベース

組立手順2：携帯用カバーを取り付ける
T-Engine/SH7727開発キット(CPUボード、LCDボード)を例に携帯用カバーへの取り付け方を説明します。
※ 携帯用カバーに取り付け可能なボードは、標準T-Engine仕様準拠のCPUボード(T-Engine/SH7727など)と、四角の同じ位置に穴があるボードになります。
 　μT-Engine仕様準拠のCPUボードは取り付けることが出来ませんのでご注意ください。

※ 取り付けるボードの数により、スクリューシャフトの種類(長さ)を調整してください。

1

3

5

携帯用ベースの所定の位置にスクリューシャフトBをね
じ込みます。

・LCDボードにセンターボタンをはめ込む。
・フロントベゼルからM2ネジ短 2本を取り外し、それ   
  を使ってLCDボードにフロント 
  ベゼルを固定する。

・スクリューシャフトにスペーサAを取り付ける。
・スクリューシャフトにCPUボードを取り付ける。
 （スペーサAの切り欠きにはめるようにする）

・CPUボードで各種スイッチが並んでいる方のスクリュー
シャフトはスペーサーBnを、反対側のスクリューシャ
フトにはスペーサーBを取り付ける。
・スクリューシャフトにLCDボードを取り付ける。
・スクリューシャフトにロングナットをねじ込みボードを
固定する。

・スペーサBnにM2ネジ短でサイドパネルを固定する。

2

4

※CPUボードとLCDボードを接続し
た状態では作業がやりにくいかもし
れませんが、LCDボードをしっかり
と保持してから作業を進めてください。

※スクリューシャフトは携帯
用ベースの下面から突き
出さないようにします。

※T-Engine/VR5500開
発キットではヒートシンク
の干渉を避けるためスク
リューシャフトBの代わり
にCを使います。

SW1にセンターボ
タンをはめ込む

※特に上下の区別はありません。 スペーサA

LCDボード裏

スクリューシャフトB

サイドパネル

スペーサB
ロングナット

フロントベゼル

爪にボードを
ひっかける

M2ネジ短

M2ネジ短

スペーサBn

・電池ケース蓋をM2ネジ短で電池ケースに固定する。
・電池ケースをフロントベゼルにM2ネジ長で固定する。6

※ストラップを通すための穴が
外側に出るようにする。

M2ネジ長

『T-Engine開発ベンチ』取扱説明書
このたびは当社製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。ご使用になる前に、この説明書をよくお読
みいただき、正しい使用方法でご使用いただきますようお願いいたします。

1　使用前の準備
『T-Engine開発ベンチ』は、次のボード類を対象とした治具セットです。

 ・T-Engine/μT-Engine開発キット、Teaboard/ARM920-MX1、T-Engine用拡張ボードなど

また組み立て用の工具として、本製品のほかに次のものが必要です。

 ・十字ドライバ、ラジオペンチ、4mmナット回し（M2用）

2　製品内容の確認
「T-Engine開発ベンチ/パーツ名称」（2ページ）をご覧になり、記載されているものがすべてそろっていることを確
認してください。

なおパーツには今回は使用しないものもあります。拡張ボード等を増設した場合に使用しますので大切に保管してく
ださい。

3　T-Engine/μT-Engine開発キットの分解
CPUボード以外の各種ボードが標準で付属するT-Engine/μT-Engine開発キットでは、『T-Engine開発ベンチ』に
取り付ける前に、一度分解して各ボードを切り放す必要があります。ボードに触れる場合は十分静電気対策を行ってく
ださい。

T-Engine/SH7727開発キットの例

① LCDボードの4角にあるネジを取り外します。

② LCDボードをデバッグボードの上に裏返しにして置きます。
 ※あらかじめデバッグボードの上に紙などを敷いておくと良いでしょう。
 ※LCDボードとCPUボードはFPCケーブルで接続されていますので注意してください。

③ CPUボードの4角にあるロングナットを取り外します。

④ CPUボードとデバッグボードを切り放します。

⑤ デバッグボードの4角にあるネジとロングナットを取り外します。

取り外したネジやロングナットなどは大切に保管してください。

4　製品の組み立て
『T-Engine開発ベンチ』はCPUボード、LCDボード、デバッグボードや各種拡張ボードをスタックして収容するアク
リルベースと、CPUボード、LCDボードが携帯しやすくなる携帯用カバーを含みます。以下のいずれか一方を選んで
作業してください。

■ アクリルベースに取り付ける
 「組立手順1；アクリルベースに取り付ける」（3ページ）をご覧になり、デバッグボードや各種拡張ボード、CPU
ボード、LCDボードの順にアクリル台に取り付けます。なおフロントベゼル、サイドパネル、専用バッテリキットはア
クリルベースと併用して利用することもできます。

■ 携帯用カバーを取り付ける
 「組立手順2：携帯用カバーを取り付ける」（4ページ）をご覧になり、CPUボード、LCDボードに携帯用カバーを
取り付けます。

※ 拡張ボードの種類や数によって、スクリューシャフトやスペーサが不足する場合には、当社営業部までご相談ください。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




